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1. 目的

音楽は, 舞踊の印象を左右させる要因の1つ だ

と考えられるため, 作舞する際には, 動きと音楽

をどのように関わ り合わせて表現するかが課題 と

なる。本研究では, この課題に迫るための手掛 り

として, 本研究者がこれまで行ってきた舞踊の感

情伝達に関する因子分析的研究の手法を用い, 舞

踊の印象が, 音楽の有無によってどのように変化

するかを調査分析 し, 動きと音楽はどのように関

わ り合 って伝達されるかを探ってい く。

2. 仮説

(1)仮 説1

本研究者のこれまでの研究では, 音楽を排除し

た舞踊の評定値をもとに因子分析を行い, "ダイ

ナ ミック-ス タティック"と いった力動性因子が

第1に 感 じられてきた(1)。これに対 し, 音楽 を伴

う舞踊の因子分析の先行研究を紐解 くと, 金城は

舞踊の鑑賞構造の解明を試みる研究の中で"評 価

性""躍 動性""明 瞭性"の3次 元を提唱してい

る(2)。また, 頭川 らに よるい くつかの舞踊のイ

メージ分析の研究では"情 緒性因子""活 動性因

子""調 和性因子""弾 力性因子"等 を抽出して
いる(3)。一方, 音楽 のみを聞かせて因子分析を

行った研究を見ると, 中村は"快 い弛緩""陽 気

さ""抑 うつ""緊 張 ・力動性"の4因 子を抽出

している(4)。

本研究者のこれまでの研究 と, 先行研究の因子

構造を比較すると, 第1因 子が異なる。つまり, 

音楽を排除した場合には, 身体か ら伝わる力動性

が第1に 伝達 され るのに対 して, 音楽を伴 った

り, 音楽のみの場合には, "評価性""情 緒性"
"快い弛緩"と い

った感情の快 ・不快に関わる要

素が第1に 伝達 されると推察 される。 これを仮説

1と する。

(2)仮 説2
バ レエでは, ベジャールが 「ダンサーが音楽を

飲み込んでしまい, ……身振 りで音楽を聴かすの

だ。」(5)と述べるような音楽 と動 きが一体化する表

現が理想だ と思われる。一方, モダ ンダ ンスで

は, 「必ず しも両者(音 楽 とダンス)が 正確に同じ

瞬間に起こらなければならないということを意味

するわけではない」(6)とカニングハ ムが述べ るよ

うに, 音楽に同調しない表現もある。

こうした動きと音楽の関係を示す例を概観する

と, 本研究で扱 う舞踊は, 音楽に同調する表現を

していると推察される。これを仮設2と する。

3. 方法

評定者は, 一般的な傾向を求めるため, 舞踊の

専門的な知識のない学生13人 に依頼 した。刺激

は, 従来の研究で用いた10種類の舞踊作品のビデ

オを用い, 評定法は, 35の片側の形容詞を4段 階

で評定する方法を用いた。評定期日は1990年10月

で, 各作品ごとに, 初めに音楽を排除して, 次に

音楽を伴わせて見せ, そのつど評定を依頼 した。

解析手順は, まず, 有効な評定を行 った8人 の平

均値を算出し, 音楽を伴 う場合, 排除した場合そ

れぞれ, 形容詞35語 ×舞踊10種 類, の行列を作成

し, 因子分析を行った。解法は主因子法で, 形容

詞相互の相関係数: マ トリックスを求めた後, 共通

性の推定を相関最大値から求め(7), 基準バ リマ ッ
クス法による回転の後, 因子負荷量を算出した。

更に, 仮説2を 検証するため, 音楽を伴 う場合

と排除した場合を合成したデータ(形 容詞35語 ×

舞踊作品20種類)を もとに, 因子得点を算出し, 

各作品ごとに, 音楽を伴 う場合と排除した場合の

評定平均値の相関係数も求めた。

4. 結果と考察

(1)仮 説1の 検証

先に回転して解釈のつけられる因子だけを採用

する方法(8)により, 音楽を伴 う場合 は3因 子, 音

楽を排除した場合は4因 子を採用 した。算出され

た因子負荷量のうち, ±0. 62以上の値を示す形容

詞を各因子を代表すると考え, 次のように因子の

命名をした。

まず, 音楽を伴 う場合は, 第1因 子か ら順に
"不快一快因子""ス タティック因子""ダ イナ

ミック因子"と した。 これに対 して, 音楽を排除

した場合は, 第1因 子から順に"ス タティック因

子""屈 曲-伸 展因子""拒 絶一容認因子""ダ

イナミック因子"と した。

このように, 音楽を伴 う場合 と, 音楽を排除 し

た場合は, 因子構造が異な り, 音楽を排除 した身

体の動きのみからは力動性が第1に 伝達されるの

に対 して, 音楽が伴うと, 不快-快 感情が第1に

伝達されると推察され, 従って, 先に立てた仮説

1が 確認された。しかし, このことを一般化させ

るには, より多 くの評定者を対象にし, 刺激と評

定尺度をより吟味する必要がある。

(2)仮 説2の 検証

図1は, 音楽を伴 う場合と排除 した場合のデー

タを合成 して算出した因子得点と, 第1, 2因 子

を代表する因子負荷量のベクトル方向を, 同一平

面上に付置 した図である。太い矢印は, 各舞踊

の, 音楽を伴 う場合から排除した場合への因子得

点の変化を示す。この太い矢印に着 目すると, 各
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舞踊は, 次の2種 類に分類できる。第1は, 左右
の矢印の変化の大きい, ホタ, サルプリ, 諸鈍, 

レゴン, クラ トン, 喜び, 湯女で, これらは, 音

楽によって快-不 快感情が増大すると考えられる。

第2は, 音楽の有無に関らず印象があまり変化し

ない, シバ神に捧げる踊 り, ジェルシス, 瀕死の

白鳥で, これらは, 動きと音楽が同調する表現を

していると考えられる。

次に, 各作品ごとに, 音楽を伴 う場合と排除 し

た場合の評定者の平均値の相関係数を求めたとこ

ろ, 0. 35のサルプリ以外は, 0. 67以上の高い値を

示すことより, 音楽を伴 う場合と排除 した場合の

印象は, 大変関連があると考えられる。

以上 より, 仮説2は 訂正され, 次のようになる。

本研究で扱った舞踊のうち, サルプリ以外は, 音

楽を伴 う場合 と排除 した場合の印象に, 大変関連

があり, 動きと音楽が同調 した表現を していると

考えられる。 しか し, 快 ・不快の軸上の変化に着

目すると, ホタ, 諸鈍等のように, 音楽を伴 うこ

とによって, 快 ・不快感情が増大する舞踊もある

と考えられる。

今回は, 動きと音楽の全体的な傾向を見るに止

まったので, 今後の課題 としては, 各舞踊の動き

と音楽の同調の仕方を より細か く見ることが望ま

れる。

5. まとめ

音楽を伴 う場合 と排除 した場合とでは, 印象が

どのように異なるかを探 り, 

更に動きと音楽の関わ り方を

探るため, 因子分析の手法を

用いた。

その結果, 音楽を排除 した

場合は, 身体の力動性が第1

に感 じられるのに対 して, 音

楽を伴 う場合には, 感情の快
・不快が第1に 感 じられる事

が確認された。

また, 本研究で扱った舞踊

のほとんどは, 音楽を伴 う場

合 と排除 した場合の印象に, 

大変関連があり, 動きと音楽

が同調 していると考えられる。

しか し, その伝達に多少のず

れが生 じる舞踊もあり, 音楽

を伴 うことによって, 快 ・不

快感情が増大すると考えられ

る。

今後の課題としては, これ

らの結果を より一般化させる

ために, 評定者, 刺激, 評定

尺度を検討 し, 各舞踊の動き

と音楽の同調の仕方をより細か く見ることが望ま

れる。

図1(太 い矢印は音楽のある場合から無い場合への変化を示す)
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